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Ⅰ. 組織の概要

1. 事業所及び代表者

2. 所在地
東京都渋谷区桜丘町22-14　N.E.Sﾋﾞﾙ　N1A

3. 事業の概要
① プレス、板金、塗装、溶接によるケーシング及び産業機械等に使用する金属部品の

製造及び販売
② 射出成形機を使用したプラスチック製品の製造及び販売

4. 事業規模
単位 取組ｻｲﾄ 2020年度 2021年度 2022年度

合計 1,523 1,636 1,482

本社 - - -

第一工場 851 861 855

第二工場 672 775 627

合計 137 118 100

本社 10 10 5

第一工場 72 58 57

第二工場 55 50 38

合計 8,773 10,589 8,591

本社 90 90 90

第一工場 5,916 5,916 5,916

第二工場 2,767 4,583 2,585

合計 16,239 16,239 16,239

本社 90 90 90

第一工場 8,080 8,080 8,080

第二工場 8,069 8,069 8,069

Ⅱ. 対象範囲

1. 認証・登録範囲
プラスチック製品及びプレス・板金等の金属部品の製造・販売
◇2013年1月よりｴｺｱｸｼｮﾝ21の適用範囲を全社（本社、第一工場、第二工場）へ拡大し、

　環境負荷低減活動を推進しております。

計画の策定（Plan）

第一工場
第二工場

茨城県日立市東金沢町1丁目11番18号
茨城県那珂市鴻巣757

泉商事株式会社
坂井　良行
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本社

事業社名
代表者名

活動規模

　床面積 ㎡

 敷地面積 ㎡

生産高 百万円

　従業員 人



Ⅲ. 環境経営方針
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計画の策定（Plan）

《企業理念》

　私達は、ますます深刻化する地球温暖化や、今後予想される地下資源の枯渇への

対応が人類共通の重要課題との認識にたち、金属加工製品及びプラスチック製品の

製造・販売等の事業活動における環境負荷の低減を図るために、全社一丸となって

自主的・積極的に環境保全活動に取り組みます。

《環境保全への基本方針》

　1.下記の事項について環境経営目標を定めて環境経営計画を策定し、定期的に

　　見直しを行い、継続的な改善に努めます。

（1） 経営における課題とチャンスから、本来業務に関する環境経営目標を定め、

環境への負荷の低減を図ります。

（自らが生産・販売・提供する製品の環境性能の向上及びサービスの改善、

　老朽化設備の更新、生産性向上、品質向上等）

（2） エコアクション21が要求する環境経営目標を定め、環境への負荷の低減を

図ります。

（二酸化炭素排出量削減、廃棄物排出量削減、水使用量削減、化学物質使用等）

　2.環境関連法規制や当社が約束したことを遵守します。

　3.環境への取り組みを環境経営レポートとしてとりまとめ公表します。

制定日：2019年1月18日

改定日：2020年1月28日

泉商事株式会社　

代表取締役　 坂井　良行　

環 境 経 営 方針



Ⅳ. 環境経営目標及び環境経営計画

管理項目 単　位 2022年度目標値

・工場照明更新

・工場ﾄｲﾚ改修

・2016～2020年に導入した環境対応設備を対象とする

・環境対応設備の稼働率を50%に設定し、成形計画を推進

本社 本社は非生産部門のため、対象外

88.0 ・ISO9001活動により推進

12%削減 ・不良多発製品の把握及び原因究明を推進

88.0 ・ISO9001活動により推進

12%削減 ・不良多発製品の把握及び原因究明を推進

本社 二酸化炭素排出量削減のため啓蒙活動を推進

0.65

18%削減

1.55 ・使用電力の削減を推進

18%削減 ・省ｴﾈ生産設備の稼働率向上

管理項目 電力使用量の削減 本社 節電の啓蒙活動の推進。・離席、退社時の電源OFF徹底

電力使用量の削減 0.62 ・こまめな消灯・非稼働設備の電源OFF

18%削減 ・エアー漏れの修理

A重油使用量の削減 0.069 ・A重油、軽油の管理を継続実施

18%削減 　・設備改善・点検による重油削減

軽油使用量の削減 0.029 　・配送ﾙｰﾄの効率化・積載率向上

18%削減

電力使用量の削減 3.38 ・実稼働時間の短縮（不良低減・成形ST短縮）・こまめな消灯

18%削減

本社 廃棄物削減のための啓蒙活動を推進

0.039 ・脱脂槽の石灰使用量の管理を徹底

5%削減 ・廃塗料より水分の分離を促進し、廃棄物の量的削減を推進（継続）

0.203 分別回収による廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸの有価物化を推進し、埋め立て産廃としての

8%削減 廃棄物の発生を抑制

本社 節水のための啓蒙活動を推進

371.60 ・生活用水に関し、節水の啓蒙活動を推進

20%削減 ・塗装ﾌﾞｰｽおよびｽｸﾗﾊﾞｰ水の再製循環使用を推進（水交換頻度の低減）

240.80 ・節水の啓蒙活動を推進。併せて、漏水を監視

20%削減 ・成形および新規事業に使用する冷却水の効率利用を推進（ﾁﾗｰの使用等）

本社 本社は非生産部門のため、対象外

0.023 ・PRTR物質の管理を徹底

7%削減 ・対象物質のﾘｽﾄ作成　

・対象物質の総量を把握

（注1） 2021年度のCO2排出係数は東京電力ｴﾅｼﾞｰﾊﾟｰﾄﾅｰ㈱・2020年度排出係数0.447kg-CO2/kWhとする。

（注2） 「使用水量の削減」の第二工場での基準値について・・・新規事業を2014年度より開始したため基準値を見直し、2014年度を基準とした。

（注3） 「化学物質の適正な管理」」の基準値について・・・各工場における当初の運用実態は化学物質の管理の徹底（啓蒙活動）が主体であったため、

　　　　　　　　　総合的な数値の把握には至っていなかった。

　　　　　　　　　この状況を改善し、使用実態を明確にした年度の実績を基準値とした。

（注4）品質向上を目的とし脱脂設備および作業を見直したため、2018年度にて基準値を再設定した。

第一工場
A重油使用量
/生産金額

kWh/k\
2013年度
実績値

電力使用量
/生産金額

2013年度
実績値

L/k\

0.084

不良低減

第一工場
電力使用量
/生産金額

環境生産性向上

老朽化設備の計画的な更新

二酸化炭素排出量削減

第一工場

使用電力削減のため啓蒙活動を推進

1.89

0.75

CO2排出量

/生産金額

2013年度
実績値

2013年度
実績値

kg-CO2/k\

2013年度実績を100とする
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（品質向上）

kg/k\

第二工場

4.12

第二工場

L/k\

301.00
2014年度下期
実績値

2013年度
実績値

廃棄物削減のための啓蒙活動を推進

第一工場
軽油使用量
/生産金額

0.035
2013年度
実績値

計画の策定（Plan）
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使用電力、A重油及び軽油使用量の削減を推進

二酸化炭素排出量削減のため啓蒙活動を推進

第二工場

第二工場 不良率 2013年度実績を100とする

・非稼動設備の電源OFF徹底　・省ｴﾈ生産設備の稼働率向上

節水のための啓蒙活動を推進

kg/k\

2014年度
実績値

第一工場 不良率

・作業環境の改善のため、早期に予算化し下期に実施する

2022年度達成手段
基準値

製品へのPRTR物質の使用は無いため、製造の際に
使用する副資材を管理する

第一工場

第一工場

㎥/月

CO2排出量

/生産金額

2013年度
実績値

kg-CO2/k\

0.79

kWh/k\

PRTR物質管理

第二工場 廃ﾌﾟﾗ排出量 0.221
2018年度
実績値

0.025

第二工場 上水使用量 ㎥/月

PRTR物質使用量
/生産金額

kg/k\

化学物質の適正な管理

使用水量の削減

廃棄物排出量の削減

上水使用量 464.50

0.041
2018年度にて
基準を見直し

（注4）
第一工場

廃棄物排出量
/生産金額

環境経営目標 取組ｻｲﾄ

50.0%第二工場
環境対応設備

稼働率
50.0%

2021年度
新規設定

％

2021年度
新規設定

老朽化設備の更新

環境経営活動実施計画

第一工場

（注2）

（注1）

（注3）
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Ⅴ.環境経営計画に基づき実施した取組内容

目標項目 取組ｻｲﾄ

老朽化設備の更新/生産性向上 第一工場 ・工場照明更新を予算化し、実施。ﾄｲﾚ改修は実施を見送り

環境生産性向上 第二工場 ・環境対応設備を中心とした成形計画を立案し、推進

不良率低減 本社

第一工場 （ISO9001により継続推進）

・工程ﾊﾟﾄﾛｰﾙを毎日実施。早期の原因究明と対策に繋げる

・工程ごとに不良の分析を実施

第二工場 （ISO9001により継続推進）

・新規事業の重点不良対策を推進し、不良の減少を図る

二酸化炭素排出量削減 本社 ・節電の啓蒙活動を推進

（管理項目） ・離席、退社時の電源OFFを徹底

・第一工場 第一工場 ・こまめな消灯・非稼働設備の電源OFFを実施

　　使用電力の削減 ・エアー漏れの修理を推進

　　A重油削減 ・A重油、軽油の管理を継続実施

　　軽油削減 　・設備改善・点検によりA重油を削減

・第二工場 　・配送ﾙｰﾄの効率化・積載率向上を図り軽油を削減

　　使用電力の削減 第二工場 ・CO2排出が少ない新規事業製品の安定生産を図る

・成形事業に関し

　・環境対応設備の稼働率向上

　・金型段取改善/歩留向上

・デマンドコントロールを継続実施

廃棄物排出量の削減 本社

第一工場 ・脱脂槽の石灰使用量の管理を徹底

・廃塗料より水分の分離を促進し、廃棄物の量的削減を推進

第二工場 ・分別回収による廃プラスチックの有価物化を図る

・不良低減を推進

使用水量の削減 本社

第一工場 ・生活用水に関し、節水の啓蒙活動を推進

・塗装ﾌﾞｰｽおよびｽｸﾗﾊﾞｰ水の再製循環使用を推進

（水交換頻度の低減）

第二工場 ・漏水の監視を継続実施

・チラー稼動による節水を推進

化学物質の適正な管理 本社

第一工場 ・PRTR物質の管理を徹底

第二工場 ・対象物質のﾘｽﾄを作成

・対象物質の総量を把握

4/8

計画の実施(Do）

2022年度に実施した取組内容

節水のための啓蒙活動を推進

・成形機、金型の定期点検を強化し、成形不良の減少を図る



・実施体制

【環境経営　組織図】

組織の役割

5/8

計画の実施（Do）

・環境方針を定める。
・環境管理責任者を任命すると共に、環境経営組織、役割、責任を定める。
・必要な経営資源を提供する。
・活動の実績を環境管理責任者に求め、必要な指示を行う。
・環境方針、環境目標、環境経営活動計画等を部門に展開する。
・部門の環境経営活動状況を把握し、目標達成に必要な指示を行う。
・環境方針、環境目標、環境経営活動計画の自部門に関連する活動及び
  その他環境管理について実践し、工場長に報告する。
・環境管理責任者からの指示事項についても実践する。（主管部門等）
・部門長から指示のあった事項について実践する。

・環境経営システムを構築し、運用の責任と権限を有する。
・運用状況の全体について把握し、環境経営システムを円滑に運用する。
・環境管理責任者を補佐する。

組織 役割・責任・権限

社長

環境管理責任者

事務局

工場長

部門長

従業員

本社 第二工場

環境管理責任者

EA21推進委員会

内部監査 ｰ 

社長

本社事務局 第一工場事務局 第二工場事務局

第一工場

統括事務局

製
造
部

経
理
部

業
務
課

技
術
部

品
質
保
証
部

総
務
部

第
一
製
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課
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二
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課
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Ⅵ. 環境経営目標及び環境経営計画の実績・取組結果とその評価並びに次年度の環境経営目標及び環境経営計画

2021年度 2022年度 2023年度 目標値 実績値 削減率

工場照明更新 パーカー処理設備更新は顧客の今後の受注動向を確認。

工場ﾄｲﾚ更新 トイレ改修：2023年7月着工。9月完成予定。

88%

11%削減 12%削減 13%削減 12%削減

88% ・生産設備、金型の定期点検を強化推進

11%削減 12%削減 13%削減 12%削減 ・不良多発製品の把握及び原因究明を推進

・節電の啓蒙活動は継続して実施

・省ｴﾈ事務機器への買い替えを推進

0.65 ・電力使用量の削減を推進。

18%削減 ・A重油の使用は現状を継続

1.55 ・効率的な生産計画立案及びその推進

18%削減 ・省ｴﾈ生産設備の稼働率向上

・省ｴﾈ生産設備の導入を継続推進

管理項目 電力使用量の削減

電力使用量の削減 0.615 ・こまめな消灯・非稼働設備の電源OFFを徹底

16%削減 18%削減 19%削減 18%削減 ・エアー漏れの修理を継続

A重油使用量の削減 0.069 ・A重油、軽油の管理を継続実施

16%削減 18%削減 19%削減 18%削減 　・設備改善・点検による重油削減

軽油使用量の削減 0.029 　・配送ﾙｰﾄの効率化・積載率向上

16%削減 18%削減 19%削減 18%削減

電力使用量の削減 3.378 ・効率的な生産計画立案及びその実行

17%削減 18%削減 19%削減 18%削減 ・省ｴﾈ生産設備の導入を推進

0.039

4%削減 5%削減 6%削減 5%削減

0.203

7%削減 8%削減 9%削減 8%削減 ・不良低減を推進

371.60

19%削減 20%削減 21%削減 20%削減

240.80 ・冷却水の環境経路の見直しを継続

19%削減 20%削減 21%削減 20%削減 ・ﾁﾗｰの運用を継続して実施

0.023

6%削減 7%削減 8%削減 8%削減

（注1） 2021年度以降のCO2排出係数は東京電力ｴﾅｼﾞｰﾊﾟｰﾄﾅｰ㈱・2020年度排出係数0.447kg-CO2/kWhとする。 評価基準 ○ 目標達成率　　100%以上
（注2） 評価基準 目標達成率 ○：100%以上 △ 目標達成率　　80%以上、100%未満

△：80%以上100%未満 × 目標達成率　　80%未満
×：80%未満

老朽化設備の更新 ﾊﾟｰｶｰ処理設備更新 （都度設定）

取組状況の確認及び評価（Check）

経
営
に
お
け
る
課
題
と
チ
ャ
ン
ス

環境経営目標 取組ｻｲﾄ 2023年度達成手段

老朽化設備の更新 第一工場

・2016～2020年に導入した環境対応設備を対象
50.0% 50.0% 50.0%

・環境対応設備の稼働率50％を継続

不良率低減 第一工場 不良率 2013年度実績を100とする 126%

％ 50.0% 54.4% 削減無し 108.8% 〇環境生産性向上 第二工場
環境対応設備

稼働率
50 2021年度新規設定

削減無し 70.1% ×
基準値に対し

第二工場 不良率 2013年度実績を100とする 20.76% 76.4%削減 423.9% 〇
基準値に対し

エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン
　
　
の
要
求
事
項

二酸化炭素排出量削減 本社 　二酸化炭素排出量削減のため啓蒙活動を推進 二酸化炭素排出量削減のため啓蒙活動を推進 100.0% 〇二酸化炭素排出量削減のため啓蒙活動を推進

〇
基準値に対し

16%削減 18%削減 19%削減
CO2排出量実績値:520,452kg-CO2

第一工場

CO2排出量

/生産金額
0.79 2013年度実績値 kg-CO2/k\ 0.61

CO2排出量実績値:876,076kg-CO2

第二工場

CO2排出量

/生産金額
1.89 2013年度実績値 kg-CO2/k\ 1.19

CO2排出量実績値:932,313kg-CO2

23％削減
106.9%

〇 ・使用電力削減のため啓蒙活動を推進

23.2％削減
130.3% 〇

基準値に対し

17%削減 18%削減 19%削減
CO2排出量実績値:746,852kg-CO2

使用電力削減のため啓蒙活動を推進

0.750 2013年度実績値 kWh/k\ 0.742 1.1%削減 82.9%

本社 　使用電力削減のため啓蒙活動を推進 使用電力削減のため啓蒙活動を推進 100.0%

〇

基準値に対し

第一工場
A重油使用量
/生産金額

0.084 2013年度実績値 L/k\ 0.039 53.6%削減 176.9% 〇

△

基準値に対し

第一工場
軽油使用量
/生産金額

0.035 2013年度実績値 L/k\ 0.026 25.7%削減 111.5%
基準値に対し

第一工場
電力使用量
/生産金額

廃棄物排出量の削減 本社 　廃棄物削減のための啓蒙活動を推進 廃棄物削減のための啓蒙活動を推進 100.0% 〇 ・廃棄物削減のための啓蒙活動を推進廃棄物削減のための啓蒙活動を推進

〇第二工場
電力使用量
/生産金額

4.120 2013年度実績値 kWh/k\ 2.600 23.0%削減 129.9%
基準値に対し

・廃ﾌﾟﾗの分別回収を推進し、有価物化を図る基準値に対し

36.6%増加 69.6% ×
・脱脂槽の石灰使用量の管理徹底を継続
・５Ｓ活動の推進による不要品、不要在庫の削減

基準値に対し

第二工場
廃棄物排出量
/生産金額

0.221 2018年度実績値 kg/k\

第一工場
廃棄物排出量
/生産金額

0.041
2018年度にて
基準を見直し

kg/k\ 0.056

使用水量の削減 本社 　節水のための啓蒙活動を推進 節水のための啓蒙活動を推進 100.0% 〇

0.017 91.6%削減 1194.1% 〇

・節水のための啓蒙活動を推進節水のための啓蒙活動を推進

第一工場 上水使用量 464.50 2013年度実績値 ㎥/月 343.21 26.1%削減 108.3% ・生活用水の節水に対する啓蒙活動を推進〇
基準値に対し

第二工場 上水使用量 301.00
2014年度下期

実績値
㎥/月 155.63 35.4%削減 154.7% 〇

基準値に対し

化学物質の適正な管理 本社

第一工場
PRTR物質使用量

/生産金額
0.025 2014年度実績値 kg/k\ 0.025 0%削減 92.0% △

・HGLS向けSUSタンクのキズ不良が増加。判定基準の
明確化及び手直し修正方法の検討を進める。

2022年度結果

目標達成率
（目標/実績）

評価

　投資効果が得られず、設備更新を見送り - -

6/8

中期目標値

環境経営活動実施計画

管理項目 基準値 単位
期間：2022年1月～12月

・PRTR物質の管理を徹底　・対象物質のﾘｽﾄ作成
・対象物質の総量把握を継続

基準値に対し

第二工場 PRTR物質の管理の徹底 - 〇 ・対象物質の総量把握を継続PRTR物質の管理の徹底
製品へのPRTR物質の使用は無いため、製造の際に使用す
る副資材を管理する

21



Ⅶ.環境関連法規などの遵守状況の確認及び評価の結果、並びに違反、訴訟などの有無

　　◆当社事業に関連する環境関連法規等に係る要求事項の遵守状況について、下記の様に問題の無いことを確認して

　　　おります。又、関係当局からの指摘及び訴訟もありません。

第一工場

公害防止組織法 水濁法、騒音・振動法

水質汚濁防止法 特定施設（排水処理施設） 特定施設届出、等

下水道法 特定施設（排水処理施設） 特定施設届出、水質測定、等

騒音規制法 特定施設（ﾌﾟﾚｽ他） 特定施設届出、等

振動規制法 特定施設（ﾌﾟﾚｽ他） 特定施設届出、等

悪臭防止法（市公害防止条例） 吹付塗装 特定施設届出、等

PRTR法 有機溶剤、塗料等 対象物質把握、排出量届出、等

消防法（危険物）

廃棄物処理法

家電ﾘｻｲｸﾙ法 対象家電（ｴｱｺﾝ） 適切な廃棄処分

ﾌﾛﾝ排出抑制法 業務用機器

塗装職場（有機溶剤、塗料等）

毒劇物取締法 排水処理施設

第二工場

浄化槽法 分離接触.ばっ気方式 15人槽 法定点検、保守・清掃、等

騒音規制法 特定施設（成形機他） 特定施設届出、等

振動規制法 特定施設（成形機他） 特定施設届出、等

消防法（危険物） 指定可燃物（ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ材料） 届出、掲示、保管量管理、等

廃棄物処理法

家電ﾘｻｲｸﾙ法 対象家電（ｴｱｺﾝ） 適切な廃棄処分

ﾌﾛﾝ排出抑制法 業務用機器 （注3参照）

労働安全衛生法（有機則、特化則）組立職場（有機溶剤等）

PCB廃棄物特措法 （注5参照） 低濃度PCB使用機器

産業廃棄物（廃ﾌﾟﾗ、木屑、汚泥）業務委託契約、許可証確認、自社
運搬基準遵守、ﾏﾆﾌｪｽﾄ管理、管理
表交付等状況報告、他

特別管理産業廃棄物管理責任者の
選任、掲示板の設置

遵守

遵守

遵守

簡易点検、点検履歴保存、適切な
廃棄処分、漏洩報告等

健康診断、SDS掲示・教育、注意掲
示、保護具、主任者選任、等

遵守

産業廃棄物（廃ﾌﾟﾗ、木屑、汚泥）

労働安全衛生法（有機則、特化則）

施錠できる専用保管庫、注意表示 遵守

遵守

遵守

遵守

遵守

遵守

遵守

遵守

遵守

遵守

遵守

遵守

遵守

遵守

主な対象法令等 対象 主な要求事項 遵守状況

取組状況の確認及び評価（Check）

7/8

主な対象法令等 対象 主な要求事項 遵守状況

公害防止の統括者、管理者の選
任、等

設置許可・完成検査、技術基準遵
守、指定数量管理、取扱者選任、
等

危険物屋内貯蔵所、危険物屋外ﾀﾝ
ｸ貯蔵所

業務委託契約、許可証確認、自社
運搬基準遵守、ﾏﾆﾌｪｽﾄ管理、管理
表交付等状況報告、他

簡易点検、点検履歴保存、適切な
廃棄処分、漏洩報告等

健康診断、SDS掲示・教育、注意掲
示、保護具、主任者選任、等

遵守

遵守

遵守

遵守
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全体評価と見直し（Act）

2023年1月30日

山田　徹

坂井良行

１.評価内容

２．指示事項

項目

代表者による全体の評価と見直し・指示記録 作成日

記録者

承認者

項目/確認文書・記録 取組状況及びその成果

1

環境経営目標及び環境経営計画

2020年度に設定した目標に対する活動結果は概ね良好と評価する。
2022年度は不良低減及び廃棄物排出量の低減において評価が×と
なった。202３年度はこれらの項目に対する管理を強化して行く。

2020年度活動の「環境経営レポート(2021.4.1)」に掲載した
中期目標
2021年度活動の「環境活動計画・実績及び評価」

2

環境関連法規等の状況及び遵守評価
環境関連法規等の状況及び遵守評価に関して、昨年度に引き続き環境
関連法規等全体の再見直しを行い、様式を含めて改善を行った。遵守
評価の結果としては、法違反及び訴訟の問題は無くシステムは機能して
いると評価する。公害防止管理者が退職により不在になっていたが、新
たに騒音・振動関係資格を一名取得済。

環境関連法規等一覧表兼遵守評価表(2021.9.29)

3

外部情報
外部からの環境に関する苦情や要望は無く「環境情報受付台帳」に記録
は無い。環境情報受付台帳（2022）

4

問題点の是正・予防
公害防止管理者の退職による不在に関し「不適合・是正処置報告書」を
発行し、是正推進。2022年4月に是正完了。不適合・是正処置報告書

2
環境経営目標

及び
環境経営計画

変更の必要性　　　　　　■有　　　　　　□無　　　　　　(該当項目を■）

2021年度に設定した「経営における課題」を解決して行くための活動を2022年度も継続して
行うこと。又、成果を具体的に評価出来る目標設定を行うこと。

5

前回指示事項のフォロー確認
環境経営方針は「2020.1.28改定版」を継続して使用する。その他につ
いては、システムに従い継続活動するよう指示したが、適切に行われた
と評価する。代表者による全体の評価と見直し・指示記録(2021.1.28)

6
その他

特に無し。

変更の必要性/指示事項

1 環境経営方針

変更の必要性　　　　　　□有　　　　　　　■無　　　　　　(該当項目を■）

2020年1月28日付の環境経営方針に関し変更の必要性は無く、継続して使用すること。

3 実施体制

変更の必要性　　　　　　■有　　　　　　□無　　　　　　(該当項目を■）

組織変更により環境経営組織図を2021年12月1日に変更した。各担当及び責任者は必要に
応じて変更して行く。

4 その他

変更の必要性　　　　　　□有　　　　　　■無　　　　　　(該当項目を■）

上記以外の内容に変更の必要性は無い。


